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地域における普及活動の実績 【北空知支所：地域第三係】

１ 活動の背景

２ 活動の経過

新たな水田複合経営の確立
具体的推進事項：農作物の安定生産と省力化

対象：雨竜町中島地区（９戸）

課題番号 28

経 営 形 態：水稲を主体とした複合経営
経 営 規 模：平均27.5ha、水稲作付面積は平均19.4ha
経営主年齢：平均47.7歳。若手経営者と後継者が比較的多い地域

中島地区の概要

スマート農業の推進水田基盤整備後の水稲安定生産

高密短の試験展示ほ設置

基盤整備後の土壌調査 ハウス環境調節システム視察

水稲省力化技術の定着

※ 高密短とは？

水稲の高密度播種短期育苗技術の略称。

苗箱に通常の倍以上の種子をまき、通常

より短い育苗期間で移植する新技術。

経費と労働時間が削減が見込めるが、安

定生産に課題がある。

基盤整備が施工されてお
り、大区画化したほ場を活用
した大規模な稲作が始まる

規模拡大に伴って水田転作
が増えている

若手農業者を中心に規模拡
大の意志が強い

大規模稲作化に伴い、農作
物の省力化技術や、スマート
農業技術の導入・定着が必要

家族経営での限界である
30ha規模になった際の経営で
転作をどうするのか？

担い手の経営管理能力向上
に向けて、経営分析ツールを
活用して生産管理を支援

ドローン等のスマート農業
の推進・技術支援

省力化技術の定着と水田基
盤整備後の安定生産の支援

地域の現状 地域のニーズ 活動内容
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３ 成果の具体的内容

高密短に取り組んだ農家は育苗経費で50％、全体

で経費が15％削減され、育苗期間を中心に労働時間

の削減効果が確認できた。さらに、雨竜町平年値と

同等以上の収量が確保できた。

土壌診断結果に基づき提案した施肥が実施された。

生育は近隣の水田と比べても大きな差はなく、２戸

で雨竜町平年値と同等以上の収量が確保できた。

今年度は４戸でスマート農業技術が活用された。

ドローン防除で病虫害も軽減でき、農業者も満足

のいく結果となった。

４ 今後の課題と対応

水稲省力化技術の定着

図１ 実施農業者の収量と町平年対比

表１ 高密短導入による労働時間と経費削減効果

水田基盤整備後の水稲安定生産

図２ 実施農業者の収量と町平年対比

古 き 知 恵 新しい技術 女 性 も子供 も活躍できる地域づくり

省力化技術導入による経営変化の確認

基 盤 整 備 後 の 施 肥 設 計 支 援

ICT技術導入・活用の支援

経 営 管 理 能 力 向 上

スマート農業の推進


